
●私が知っている矢巾町内の素敵な場所

●所在地（例：矢巾町大字○○　▲▲付近、など）

●お勧めしたい理由

●お名前

●ご住所

●連絡先電話番号

　町内には南昌山やひまわりパーク、徳丹城
跡、四季折々の祭りなど、広く認知されてい
る観光資源があります。一方で、町内各地域
を見渡せば「隠れた名スポットがまだまだあ
るのでは？」と考えられることから、「観光
資源の掘り起こし」のため地域の名所を募集
します。地域の人しか知らない実はすごいも
の、他の人にお勧めしたい大好きな景色、面
白い構造物など、「矢巾町内の素敵な場所」
をご存じの方はぜひ、お寄せください。
　なお、応募された名スポットは、今年度改
定予定の町観光パンフレットに掲載する場合
があります。
●募集期間　7月１日㈪まで
●応募方法　左の様式に記載の上、切り
取って郵送か窓口にご持参ください。左
と同じ内容を記載した任意の様式やメー
ル（sangyosinko_skb@town.yahaba.
iwate.jp）でも受け付けます。※できるだ
け写真や画像データもご提供ください。
●応募・問い合わせ　町観光協会事務局（役
場2階産業観光課内019－611－2605）

　元岩手県警警部補の市村さんは、昭和 50年に初任地の
二戸警察署で警察官人生をスタート。「住民との交流を深
めながら、地域安全のため励んだ。時代は変わるが、警察
官として地域とのつながりを持つことは変わらず重要だと
思う」と話しました。

　元盛岡地区広域行政事務組合※消防司令の室月さんは、
同組合発足当初から、住民の生命・財産を守る業務に励み
ました。「紫波消防署の所属時は、石鳥谷町紫波町山林火
災（平成 9年）にも対応した。チームワークが一番大事で、
皆さんと上手く仕事ができるよう心掛けた」と話しました。

　元矢巾町消防団長の藤原さんは、昭和 52年 7月に入団。
平成 28年 4月から令和元年 6月まで団長として消防団
活動を牽引しました。「出初式や消防演習など、各活動を
通じて消防団の活動を認識、理解してもらおうと努めた」
と話しました。

　昭和 55年から統計調査員として、さまざまな統計調査
に従事した村松さん。「世の中を見ることができる、大切
な仕事。辛いと思ったことはあまりなく、研修会ではいろ
んな方と交流を深められ、統計調査を通して知らないこと
を学ぶ機会にもなった」と話しました。

※現在の盛岡地区広域消防組合


